
　

開始年度 平成8

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

将来目標

「実績」
縮小図る

295

295

単位

人

人

目標値 295

450

H28目標値

510 398

Ｈ 26 Ｈ 27

14,744

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

①申請月の前月の末日から起算して前12箇月の間に6箇月継続(1箇月あたり入院・ショートステイが7日以内まで)して、要介護4又は5の状態のねたきり老人等を在
宅で介護している家族より直接申請を受ける。
②申請書を受理し、審査決定後手当を支給する。(年度に1回　40,000円支給)

基本
方針

12,80014,431

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998-9120
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業
所沢市ねたきり老人等介護者手当支給要綱

部課コード 060400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
ねたきり老人等介護者手当支給事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

060414

①事務事業名

終了年度 年度

高齢者支援課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 高齢者支援グループ

■ □ □

年度

398

→

事業の種別

高齢者福祉節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市高齢者福祉計画・介護保険事業計画

在宅で介護を受けるねたきり高齢者や重度の認知症高齢者が増加する一方、核家族化により介護者の負担は増加していることから、介護の
労をねぎらい、その負担を軽減する必要が生じたもの。

総合計画の体系 章 健康・福祉 住み慣れた自宅や地域での生活を支える体制づくり

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

13,600

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

65歳以上で要介護認定を受け要介護4又は5の状態のねたきり老人等を常時介護し
ている介護者に、年度に1回現金を支給。 平成

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

手当を支給し、寝たきりや認知症高齢者等を長期的に在宅介護する者の身体的・精神的負担を軽減するものである。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

510

14,431

人） （

0.29人 2,511

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

14,744

一般財源

平成 26 年度

（

28

11,800

（

27 年度平成

1,744

（千円） 年度 （千円）

12,800

13,000 11,920

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.20人

支給者数 支給者数 298

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

325

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

対象者数
要援護高齢者調査による在宅で寝たき
りの高齢者の方が対象

％ 達成率 110 101

　 項目名 項目説明

成果指標 支給達成率

継続

申請者に対して、介護者の状況等についてのアンケート調査を行っている。

295

実 績 325 298
支給者数

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

高齢者支援課長　池田　隆人

終了

次年度予算

評価日 H28.8.19 評価者職氏名

理由 高齢者の自然増に対応していく。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 高齢者の自然増に対応していく。拡大 縮小

無

無

公害（大気汚染・騒音等）の
発生

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

本事業の目的や内容等を再検討し、所得制限や介護特別会計への組換え
等を視野に入れ検討していく。

これまで、前回申請した方へ勧奨状を送付していたが、市の広報にて周知を行い、こ
れを中止した。
受給対象期間について、「月15日以上在宅で介護している」を「１月あたり7泊以内の入
院やショートステイ等のサービス利用」とした。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

制度の改正を広報等で周知したことから申請数が増加した。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


